


序     文 
 

 平成１５年１２月２６日に発生したイラン南東部大地震は、死傷者が４万人を超える大災害となり、

震源地のバム市そのものが壊滅状態になるほどの甚大な被害を及ぼしました。日本国政府はイラン･

イスラム共和国政府の要請に基づき、国際緊急援助隊医療チームを派遣しました。医療チームは支援

して被災地の人々に医療サービスを提供し、人的被害の軽減に貢献しました。 

 

 医療チームは壊滅的被害を受けた被害を受けたバム市の郊外地域に診療テントを設置して医療活

動を行ないました。活動サイトではたびたび余震に悩まされながら、降雪にも見舞われるという厳し

い環境でしたが、実質 8 日間の活動期間中に約 1600 名を診療しました。医療チームによる救援活動

はイラン国、日本国内、そして国際的にも認知され、内外のマスコミを通じてその貢献が賞賛されて

います。 

 

本報告書はこのような医療チームの救援活動をまとめ、関係者の方々に報告するとともに、得られ

た知見を今後の国際緊急援助事業の改善に向けての役立てるものです。関係者の方々からの忌憚のな

いご意見をいただければ幸甚です。 

 

 この度の地震で犠牲となった方々のご冥福と今後の一日も早い被災地域の復興をお祈りいたします。 

 

平成１６年３月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

国際緊急援助隊事務局 

事務局長 浅野寿夫 

 



 
震災直後のバム市の衛星写真（赤線部分が大きな被害が発生したところ） 



 

 

概要 概要

被災状況 被災状況

被災者のテント 被災者テントの内部



 

 

活動サイト 活動サイト入口

患者の待合 診療風景

診療風景 診療風景



 

引き渡し式 イラン軍の警備

日本赤十字のサイト ジョルダンチームの野戦病院

ジョルダンチームの野戦病院内部 USA のチーム



 

OSOCC に載示されていた救援チームの配置図 

日本チームはこの地図の西端（下方）に位置していた。 
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